




令和４年度の監査指摘事項に対する措置状況について 

建設課 

 令和４年度の定期監査において、監査委員が指摘（意見・要望）した事項に対する措置状況 

監 査 指 摘 事 項 措   置   状   況 

（１）直営又は請負で工事を実施しようとする区に対して補

助金を交付する道路改良等整備事業においては、施工現場の

状況等により技術を要する場合があり、また、補助事業の有

効性を高める観点からも段階的な検査・指導等が必要である

と考えるので、今後も市において現場踏査等を確実に実施す

るようお願いしたい。 

 

（２）市 LINEを利用しての道路等の損傷、危険個所等の情

報提供については、令和２年度が年間６件、翌年度は 23件、

本年度は 11月末で 59件と年々増加しているとのことであ

る。今後もこうした地元住民からの情報を大いに活用し、市

民との協働による施設管理及び保全の推進に努めていただ

きたい。 

 

（１）地元区が実施する道路改良等整備事業や小下排水路等整

備事業の施工につきましては、完了時に建設課において検査

を実施しておりますが、今後は設計計画の相談時や施工中に

おいても現地を確認し、適正な指導を実施してまいります。 

 

 

 

（２）市の公式LINEによる道路の損傷などの通報は、牧之原市

の公式LINE登録者の増加に合わせ増加しており、令和４年度

においては前年度比3.5倍となっています。 

 この通報により、道路損傷の対応が迅速にできており、損傷

による損害賠償件数も減少していることから、今後において

も市民からの情報を最大限に活用しながら施設管理に努めて

まいります。 

 

 



令和４年度の監査指摘事項に対する措置状況について 

都市住宅課 

 令和４年度の定期監査において、監査委員が指摘（意見・要望）した事項に対する措置状況 

監 査 指 摘 事 項 措   置   状   況 

令和３年度末までに特定空家等として 22件を認定し、指

導・助言等により８件が除却され一定の成果を上げている。

また、昨年度、除却に関する補助制度を創設したことから危

険な空家等の除却に対して、より一層の指導を進めていただ

きたい。 

一方、管理が行き届かない空家に関する苦情・相談は増え

ているとのことで、建物所有者の確定や指導・助言等の事務

量も増加しているとのことである。このため、民間業者と連

携協定を結び、解体費用の見積もりをはじめ売却や利活用な

どの相談、情報提供ができる仕組みを整えるとともに職員の

負担軽減も図っていただきたい。 

 

 令和４年度の特定空家対策として、新たに１件の認定と２件

の除却が行われ、これまでの実績としては、23件の認定と10

件の除却の成果が上げられました。 

 民間事業者や関連団体との連携については、解体費用を見積

もることができる「空き家の解体支援社会実験に関する協定」

と、利活用が見込めないような空き家でも流通支援のサポー

トが得られる「空家等解消に向けた官民連携に関する協定」

を締結し、市民サービスの向上と職員の負担軽減につなげて

います。 

 また、空き家が発生する要因の約半数が相続であることか

ら、今後、空き家の発生防止と適正管理により、良好な生活

環境の保全と安全安心なまちづくりを推進することを目的

に、静岡県司法書士会とも「空き家等対策の推進に関する協

定」を締結し、相談体制の充実や所有者の把握などの連携し

た取り組みを進めることとしています。 

 

 

 



令和４年度の監査指摘事項に対する措置状況について 

公園公共建築課 

 令和４年度の定期監査において、監査委員が指摘（意見・要望）した事項に対する措置状況 

監 査 指 摘 事 項 措   置   状   況 

公共建築係が担う「他課所管施設の新改築等工事の発注及

び監理」業務では、施設所管課との情報共有や連携を図るた

めに公共建築事業業務分担説明会を年度始めに開催し、互い

の役割分担を明確にして円滑に情報共有が図られるよう取

り組んでいるとのことである。施設所管課の設計思想をくみ

取り、使用者である市民にとって利用しやすい施設となるよ

う、今後も密に情報共有を図っていただきたい。 

 

 来年度以降も年度始めに施設所管課を対象に公共建築事業

業務分担説明会を開催して、当課と所管課との役割分担を明

確にして、円滑に情報共有が図られるよう取り組んでまいり

ます。また、それに加えて、所管課毎に個別で設計内容の聞

き取りを行い、より所管課の設計思想をくみ取ることができ

るよう、密に情報共有を図っていくよう努めてまいります。 

 

 

 



令和４年度の監査指摘事項に対する措置状況について 

新拠点整備室 

 令和４年度の定期監査において、監査委員が指摘（意見・要望）した事項に対する措置状況 

監 査 指 摘 事 項 措   置   状   況 

牧之原市ＩＣ北側土地区画整理準備組合においては、令和

４年10月18日に静岡県知事に対して土地区画整理組合の設

立認可申請を行っており、本年１月 10 日付けで設立の認可

を受けている。また、第１回総会も開催され、役員の選任、

組合の諸規程等の議案が承認された。 

市としても、富士山型ネットワークの充実に係る重要な取

組であるので、令和８年度の事業完了に向けて、組合と一体

となり、支援、取組を進めていただきたい。 

東名高速道路相良牧之原ＩＣ北側地区における高台開発に

つきましては、牧之原市ＩＣ北側土地区画整理組合と共に、新

たな都市拠点の創出を図ります。 

組合では、令和５年３月 19日に第２回総会を開催し、仮換

地を指定しました。今後、対象物件の移転補償契約や開発に係

る法手続きを経て、８月頃を目標に施行地区内の工事に着手す

る計画としております。 

市としても、公共施設部分の整備等を対象とした補助金の交

付や施行地区外における公共施設の一体的な整備、職員による

技術的援助の実施など、円滑かつ確実な事業推進に向けまし

て、組合を支援してまいります。 

 

 



令和４年度の監査指摘事項に対する措置状況について 

水道課 

 令和４年度の定期監査において、監査委員が指摘（意見・要望）した事項に対する措置状況 

監 査 指 摘 事 項 措   置   状   況 

上水道の水質検査において異常が発生した場合について

は、水道水の供給元である大井川広域水道企業団及び、県企

業局西部事務所榛南出張所に連絡し給水を止めるという緊

急対応は定めているが、その後の具体的な対応マニュアルが

整備されていないということであるので、早急にその対応に

ついてお願いしたい。 

 

 上水道の水質検査において異常が発生した場合については、

水道水の供給元である大井川広域水道企業団及び、県企業局

西部事務所榛南出張所に連絡し給水を止めることで、基本的

な措置が講じられます。 

 しかしながら、原因究明の特定や市民への広報等、その後の

必要な措置についての対応マニュアルが整備されていないた

め、早急に整備してまいります。 

 

 

 


